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	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●Section １の学習内容を実践して，英文を理解しようとしている。
●江戸時代の高度なリサイクルシステムについて理解している。
●具体例を挙げて江戸時代の生活様式を説明できる。
●筆者が主張する内容を理解している。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても英語で的確に答えられる。
●意味のまとまりで適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●イントネーションに注意して，提示された英文を音読することができる。
●本課で知り得た情報をもとに，自分の考えを英語で発表することができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に対して英語で書くことができる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課の英文を聞いて，大まかな概要を把握できる。

●本課の内容についての英問や英文を聞いて，内容を正しく理解できる。

●グループ活動において他者の意見を聞き，議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフのテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●not only[just] A but (also) Bや，副詞節における<S + be動詞>の省略を理解している。
●江戸はなぜクリーンな町だったのかを理解している。
●私たちは江戸時代の生活様式からどのようなことを学べばよいのかを理解している。


